
充電ケーブルリール 取付・取扱説明書

部品番号 JA610-D0600

はじめに

施工、使用（操作、点検）の前に必ずこの説明書とその他の注意書きを全て熟読し、正しくご使用ください。製品の知識、

安全の情報および注意事項の全てについて習熟してからご使用ください。この説明書では、安全注意事項のランクを

「危険」「警告」「注意」として区分してあります。

・この度は弊社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

・製品取付け前に本説明書をよくお読みの上、正しい取付けを行ってください。

・取付は専門の工事業者に依頼してください。

・ご使用中に気になる点がある場合は、そのままでのご使用は避け、本書末尾記載のサポートデスクまでご相談ください。

・この取付・取扱説明書は大切に保管してください。

・本製品はトヨタホーム壁掛型充電器及び2016年秋モデル以降のトヨタPHV車の車載充電ケーブルが対象です。

それ以外の充電ケーブルには対応しておりませんのでご注意ください。

安全上のご注意

尚、「注意」に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。

いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

本製品は、既存の充電ケーブルに組み付けて充電操作の使い勝手を向上させるものです。

車載充電ケーブルを使用する場合は、常設するために車載出来なくなりますのでご注意ください。

取扱いを誤った場合に、死亡または重傷

を招く差し迫った危険な状況を示します。

取扱いを誤った場合に、死亡または重傷

を招く恐れがある危険な状況を示します。警告

注意

危険

取扱いを誤った場合に、軽傷または中程

度の傷害を招く恐れがある危険な状況お

よび家屋・家財などの損害が発生する恐

れがある場合を示します。

●お守り頂く内容を次の図記号で区分しています。

気をつける

分解禁止

必ず守る

してはいけない

濡れた手で触らない

手や指を入れない

感電注意

- 1 -- 1 -- 1 -- 1 -



部品名称 数量

① リール 1

⑬ コーションラベル （リール包装袋に同封） 1

② ワイヤーガイド 4

③ インシュロック （ガルバロックGL200） 4

④ ケーブルクランプ 1

⑤ M5x6mmトラスネジ （ケーブルクランプ④固定用） 1

⑥ ゴムストッパー （半球状） 2

⑦ M4x28mmトラスネジ （ゴムストッパー⑥固定用） 2

⑧ M4ワッシャ （ゴムストッパー⑥固定用） 2

⑨ M4ナット （ゴムストッパー⑥固定用） 2

⑩ M4x5mmトラスネジ （安全ストッパーネジ交換用） 1

⑪ スポンジゴムシート 1

⑫ 取付・取扱説明書 （本書） 1

№

付

属

品

①

②

③

④ ⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩ ⑪

⑫

⑬

取付完成図

構成部品

外壁等への取付用ネジは同梱しておりません。

外壁等の仕様に合った適切なビスをご使用ください。

製品概要

安全ストッパーネジ（ドラム回転止めネジ＝付箋が目印）： 施工完了後に⑩ネジと組み替えます。

・本製品は、最初の取付けの良否がその後の性能、耐久性および不具合の有無に大きく影響します。

作業を始める前に、以下の注意事項をよくお読みいただき、正しい取付けを行ってください。

・記載事項を守らなかったために発生した不具合および、事故等については責任を負いかねます。

・製品の汚れは、スポンジ等に中性洗剤を付けて落としてください。シンナー等の有機溶剤、酸、アルカリ等の

使用は絶対避けてください。

・外壁等とリールの取付けに関する不具合については責任を負いかねます。

・本製品もしくは充電ケーブルの盗難については責任を負いかねます。

注意事項

（作業に取りかかる前に構成部品の確認を必ず行ってください）
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・本製品の設置は、専門の工事業者に依頼してください。その際、電設工事と併せて実施することを推奨いたします。

・設置にあたり、外壁や柱など充電ケーブルリールを固定できる平面を確保してください。また外壁等の仕様により設置

できない場合があります。

取付上の注意

設置場所 平面図

●施工は、取付説明書通りに正しく安全に行ってください。

取付説明書通りに施工しないと正常に動作しない場合があります。

●外壁等への取り付け用ネジは同梱しておりません。

取り付ける外壁等に適したビスを使用して取り付けてください。

●安全ストッパーネジは施工が完了するまで絶対に取り外さないでください。

尚、出荷時は安全ストッパーネジによってリールは回転しません。

●車両給電口の位置が

充電操作可能範囲内に

入るようにリールを設置

してください。

●充電コンセントもしくは

壁掛型充電器からリール

設置場所までの距離は

約2ｍ以内を目安とし、

その際、充電コントロール

ボックスが無理なく垂直に

垂れ下がることを確認して

ください。
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リール側

充電コネ

クター側

ワイヤーガイドの窪み部へ

インシュロックの頭を入れる

ワイヤーガイド②

インシュロック③

リール側

充電コネ

クター側

#5

#4

#3

#2

・充電コネクタの根元から100cmの位置と、そこから70cm間隔で５ヶ所、計６ヶ所マーカーペン等でマーキングする。

・ここでは、マーキング位置を充電コネクタ側から順に＃１～＃６とします。

・マーキング（＃１～６）が同じ位置に来るように、ケーブルのねじれをほどきながらカール状に巻き取る。

・コンセント又は壁掛型充電器の位置がリールの右側であれば右巻き、左側であれば左巻きを推奨します。

（取付完成図ご参照）

・右巻きとは、時計回りに前進する巻き方を言います。

・ワイヤーガイド②を＃２～５までの４箇所に１個ずつ充電ケーブル上に立てるように配置して

インシュロック③でしっかり固定し、残ったインシュロックの帯を切り落とす。

・ワイヤーガイドは前後方向があるので注意。

（ただし見栄えの違いのみで機能上の差はない）

・インシュロックの挿入方向には向きがあるので注意。

・締付・切断にはインシュロック締結専用工具が望ましいが、

締付にはペンチもしくはラジオペンチを、切断にはニッパ

もしくはつめ切りを使用してもよい。

・リール①を外壁等の仕様に適したビス3本で外壁等へ固定する。

・固定にはφ4mm以上φ5.1mm以下、首下長さが壁材厚さの2倍以上のビスを推奨します。

・地面からの推奨取付高さは、リール下側のネジ穴位置で、およそ100cm。

必要工具

・プラスドライバー ・ペンチ（ラジオペンチ） ・インシュロック締結専用工具又はニッパ又はつめ切り

・メジャー ・マーカーペン ・ビニールテープ

取付要領・手順

1 リールを外壁等へ取り付ける

2 充電ケーブルにマーキングをし、カール状に巻く

3 充電ケーブルにワイヤーガイドを取り付ける

マーキング

右巻き：

時計回りに前進

注意

●リールは垂直に取り付けてください。

注意

●インシュロックを締め付ける時は、ワイヤーガイドが回転

しない状態となるまで締め付けてから、余分な部分を

切断してください。その際、充電ケーブルを傷つけない

よう注意してください。

●ペンチを使用する場合は、最後にペンチをひねって

１ノッチ分増し締めしてください。

●インシュロック切断時は切り残しがないよう、

根元から切断してください。

●また、切断部で怪我をしないよう注意してください。

およそ100cm
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・マーキング＃６位置の充電ケーブル上にビニールテープを2周巻き付ける。（ケーブル保護のため）

・その位置をケーブルクランプ④を介してリール下部のブラケット部にM5x6㎜トラスネジ⑤で固定する。

締付トルクの目安は3.0～3.5Ｎ･m。

・ワイヤー先端のループ部をワイヤーガイドの穴に奥から手前へ＃５→＃４→＃３→＃２の順に通す。

・ゴムストッパー⑥にM4x28㎜トラスネジ⑦2本を通し、マーキング＃１の位置に配置し、リール側のネジにワイヤーループ

をかけてからゴムストッパーの残り半球を向い合せに被せ、M4ワッシャ⑧及びM4ナット⑨を使用してネジ締結する。

・リール側面の安全ストッパーネジ（付箋が付いたM4x10㎜なべ小ネジ）を取り外して廃却し、

代わりにM4ｘ5㎜トラスネジ⑩で固定する。締付トルクの目安は1.1～1.3Ｎ･m。

・この時、リールのロックが解除されるとリールが勢いよく巻き戻って危険なため、

ワイヤーもしくはゴムストッパーをしっかりと保持しながら作業してください。

・ワイヤーを少し引いてリールのロックを解除し、充電ケーブルをリール側へ巻き取る。

・車載ケーブルの場合は、充電コネクタ根元のケーブルをリール上部の溝にかけて保持する。

・充電ケーブルが滑って充電コネクタが滑り落ちる場合は、スポンジゴムシート⑪を

リール上部溝に貼り付けてください。

・壁掛型充電器の場合は、充電器本体に充電コネクタを戻してください。

4 充電ケーブルをリールに取り付ける

5 ワイヤーをワイヤーガイドに通して、ゴムストッパーに取り付ける

6 安全ストッパーネジを組み換える

7 充電コネクターを保持する

ケーブルクランプ④

M5x6㎜トラスネジ⑤

#6

M4ｘ5㎜

トラスネジ⑩

安全ストッパー

ネジ

●ワイヤーを折り曲げないよう注意して

ワイヤーガイドに通してください。

注意

●施工が完了するまでは、ドラムが回転しないようストッパーネジを

緩めないでください。ネジが緩み更にロックが外れると、

ワイヤーがドラム内に勢いよく入り込みリールが破損します。

注意

●ビニールテープは所定の巻き数分を巻きつけてください。

ケーブル被覆が破れて感電の危険があります。

警告

リール側

ゴムストッパー⑥

M4x28㎜トラスネジ⑦

M4ナット⑨

M4ワッシャ⑧

ワイヤーのループ部

#5

#4

#3

#1

#2

充電コネクター側

注意

●車載充電ケーブルの余った部分は、φ200㎜以上

の径で巻いてください。

小さく巻きつけると発熱して危険な場合があります。

●壁掛型充電器の場合は、充電器本体に巻き付けて

ください。

●充電ケーブルを強く引っ張ったり、ねじったり、

無理な力を加えたり、しないでください。

スポンジ

ゴムシート⑪
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使用上の注意
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使用方法

① 充電コネクターを持って、

② 充電ケーブルを引き出す。

③ 引き出しを止めると、

④ 少し巻き戻ってリールがロックする（カチッ）。

ポイント！

車両給電口より少し先まで引くと、

リールロックの際に少し巻き戻って

ちょうど良い長さになります。

ポイント！

リールロックにより巻き取り力が

かからなくなりますので、

ケーブルの損傷を防ぎます。

① 充電コネクターを車両給電口に差し込み、

充電を開始する。

① 車両給電口から充電コネクターを抜いて、

② 少し引っ張るとリールロックが解除され（カチッ）、

③ ワイヤーとともに自動で巻き戻る。

ポイント！

リールに引かれるように歩いて戻ります。

ゴムキャップを忘れずに被せてください。

① 充電ケーブルがリールまで巻き戻ったら、

② 充電コネクター根元のケーブルを

リール上部の溝にかけて収納する。

ポイント！

ポンっと置くだけです。

きれいに巻き戻らなかった時は、

軽く手を添えて整列させてください。

1 充電ケーブルを引き出す

2 充電する

3 充電ケーブルを巻き戻す

4 充電コネクターを収納する

②

①

①
③

②

①

②

③④

壁掛型充電器の場合は、

充電器本体へ戻してください。

①
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お手入れ・点検時の注意事項

製品仕様

仕様など予告なく変更することがありますのでご了承ください。

保証とアフターサービス

2016年9月

仕　　様

外形寸法（リール部） 長さ122.5ｘ幅64ｘ奥行き115㎜

製品重量（リール部） 690g

設置環境 屋内および屋外

使用環境温度 -10℃～40℃（氷結なきこと）

ワイヤー引き出し長さ ～2.5m

充電ケーブル引き出し操作力 ～25Ｎ （気温25℃の場合）

項　　目

製品概要

環境

機能

販売元 ：

トヨタホーム株式会社

愛知県名古屋市東区泉１丁目２３番２２号

http://www.toyotahome.co.jp

製造元 ：

中央発條株式会社

愛知県名古屋市緑区字上汐田６８番地

http://www.chkk.co.jp

保証期間 ： お客様ご指定の場所に納入後１年間

施工業者名

トヨタホーム充電関連サポートデスク 0 8 0 0 - 7 7 7 - 1 1 5 2 
受付時間受付時間受付時間受付時間 ：：：： 9:009:009:009:00～～～～17:3017:3017:3017:30 （年末年始を除く）（年末年始を除く）（年末年始を除く）（年末年始を除く）

施工年月日 年 月

故障・修理については、下記のサポートデスクへお問い合わせください。
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